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ごみ処理にかかった費用

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ ごみをへらす ごみをへらすた
めに、人々はど
のようなくふう
をしているので
しょう。 

＜スーパーマーケットでの取組＞ 
市内のスーパーマーケットでは、入口のところにさまざまな資

源物を回収
かいしゅう

する箱
はこ

が置
おか

かれています。 

クリーンセンターの人の話 

  令和元
れいわがん

（２０１９）年度に市内から集めて処理した 

ごみや資源物
しげんぶ つ

は、約
やく

２８000ｔです。これは、１人が 

１日あたり約１ｋｇのごみを出していることになります。このごみ

を処理するため、年間約１１億
おく

円のお金がかかっています。こ

れらのごみを安全に処理するため、平日はクリーンセンターで

２４時間休みなくごみをもやし続
つづ

けています。 

  平成
へいせい

１７（200５）年からは、ごみの量は年々少なくなってき

ています。しかし、ごみの種類
しゅるい

がふえたことや、資源物をリサイ

クルする量がふえたため、処理にかかるお金はあまりへってい

ません。かぎりある資源を活用するため、住民
じゅうみん

のみなさんにも

協
きょう

力
りょく

していただいて、もっとごみをへらし、再利用
さ い り よ う

していくこと

ができるように取り組んでいかなくてはなりません。 

年 年 

しょ り ひ よう 

（柏崎市市民生活部環境課） 

（千万円） 

ごみの量がへっ
てきているのは
どうしてだろう。 

か 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜リユース(Ｒｅｕｓｅ)の取組＞ 
  市内には、いらなくなった服や電気製

せい

品
ひん

、本などを買い取り、
それらを売っているお店（リユースショップ）があります。 

  ごみをへらし、資源物や不用品
ふよ う ひ ん

をもう一度利用できるように

するため、地域
ち い き

の人はどんな取組をしているでしょうか。 

電気製品の        
リユースショップ 

家庭用品の              
リユースショップ 

リユースショップの人の話 
わたしたちリユースショップは、お客さんがいらなくなったものを

買い取り、必要
ひつよう

な人に売る仕事をしています。いらないものでも、ま

だ使えるものはたくさんあります。すててしまえばただのごみです

が、必要な人に使ってもらえばごみになりません。その、いらない人

とほしい人の間をつなぐのがわたしたちのお店の役目 

です。 

また、新品よりも安いので、おとくです。ごみをへらし、 

再利用を進めることで、資源の節約
せつやく

にもつながります。 

スーパーマーケットの人の話 
わたしたちの店は、入口すぐのところに牛乳

ぎゅうにゅう

パックやトレーなど

の資源物を回収する箱を置いています。お客さんが家から持ってき

た資源物を入れていきます。買い物のついでにリサイクルできるの

で、出す日を気にせずリサイクルできます。 

また、令和２（2020）年７月からレジぶくろが有料化
ゆうり ょ うか

 

されました。マイバッグを利用することで、レジぶくろの使 

用量
りょう

を少なくしてごみをへらし、環境
かんきょう

への配慮
はいりょ

につなげ 

ています。 

ごみをへらすため

に、地域で行って

いることを調べて

みよう。 

再生紙
さ い せ い し

から作られた

トイレットペーパー 

自分たちに
もできること
はないかな。 


